
第
三
回
大
田
区
議
会
定
例
会
（
９
月

10
日
～
10
月
８
日
）
が
開
か
れ
、
一
般

会
計
第
６
次
補
正
予
算
が
出
さ
れ
、
党

区
議
団
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
苦
し
む
区

民
・
中
小
業
者
支
援
の
観
点
か
ら
賛
成

し
ま
し
た
。
（
下
図
参
照
）

大
竹
区
議
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

指
定
保
養
施
設
は
、
直
営
施
設
の
伊

豆
高
原
学
園
が
で
き
、
補
助
日
数
が
２

日
に
、
補
助
額
も
３
千
円
が
２
千
円
に

削
減
さ
れ
、
利
用
者
数
は
、
２
０
１
６

年
度
２
０
，
７
９
７
人
を
最
高
に
毎
年

減
少
、
今
決
算
年
度
は
４
，
１
２
７
人

と
な
り
、
改
善
の
た
め
に
補
助
日
数
・

額
を
元
に
戻
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
、
今
決
算
年
度
で
中
間

年
度
と
な
る
第
７
期
事
業
で
は
、
要
支

援
者
に
自
治
体
の
裁
量
で
行
わ
れ
る
総

合
事
業
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
予
算
額

で
も
決
算
額
も
毎
年
減
っ
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
介
護
事

業
者
が
支
援
に
つ
い
て
原
則
１
年
間
と

期
間
を
決
め
て
卒
業
・
終
了
と
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
切
捨
て
が
原
因
と
指
摘
し
、
第

８
期
事
業
で
切
捨
て
を
行
わ
な
い
様
充

実
を
求
め
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
今
年
８
月
に
区
内
介

護
事
業
所
に
緊
急
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

短
期
間
で
１
割
以
上
の
事
業
者
の
方

か
ら
返
信
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
内
容
も
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

事
業
者
の
皆
様
の
切
実
な
声
が
記
入
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
（
詳
細
は
裏
面
参
照
）
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
区
民
の
く
ら
し
・
営
業
を

優
先
す
る
区
政
に
転
換
を
提
案

法律相談
顧問弁護士による法律相談です。

お気軽にご利用ください(毎月第２水曜日)

11月11日・12月９日
午後１時～３時

場所 大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）

事前にお電話ください℡（3735)２６１１

介
護
事
業
所
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た

区民要求が実現（６次補正予算）

〇大学進学・在学生臨時給付型奨学金の創設（今年度のみ）

〇高校等給付型奨学金の対象者の臨時拡大（今年度のみ）

〇感染患者受入医療機関への支援

〇保育園・児童館・幼稚園、小中学校・特別支援学校へ支援

感染症対策用備品、保健衛生用品等に係る経費助成

〇すこやか赤ちゃん訪問

〇こども食堂推進事業に対する拡充（1施設170万円に拡充）

〇区内小中学校への「学習指導サポーター」の設置

〇空調等操業環境の向上への取り組みに支援

〇大田区感染拡大防止協力金（都協力金に10万・５万円増）

利
用
し
や
す
い
指
定
保
養
施
設
・

介
護
保
険
事
業
の
充
実
を



１
、
概
要

実
施
時
期

２
０
２
０
年
８
月

ア
ン
ケ
ー
ト
発
送
数

５
９
６

回
答
数
７
３
（
回
答
率
12
・
2%
）

２
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
種
別
（
重
複
有
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

１

通
所
介
護

23

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

３

老
人
保
健
施
設

３

通
所
リ
ハ
ビ
リ

３

有
料
老
人
ホ
ー
ム

８

訪
問
介
護

16

訪
問
看
護

５

ケ
ア
マ
ネ
事
務
所

21

福
祉
用
具
貸
与
販
売

３

訪
問
入
浴

１

地
域
密
着
型
通
所
介
護

５

障
害
者
相
談
支
援
事
業

３

無
回
答

３

３
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
等
の
た
め
に
、

休
業
し
ま
し
た
か

は
い

９

い
い
え

64

４
、
通
常
時
と
比
較
し
て
、
収
入
は
減

り
ま
し
た
か

変
わ
ら
な
い

23

減
っ
た

45

５
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、
困
っ
た
事

は
ど
ん
な
事
で
す
か
（
主
な
意
見
）


衛
生
用
品
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
グ
ロ
ー

ブ
、
消
毒
液
、
マ
ス
ク
、
ガ
ウ
ン
等
）

が
不
足
・
高
騰
し
て
い
る


（
通
所
者
の
）
利
用
自
粛
に
よ
る
状

態
低
下
、
（
入
所
者
の
）
外
出
・
面
会

禁
止
で
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る


い
つ
感
染
者
が
出
て
し
ま
う
か
わ
か

ら
な
い
恐
怖
・
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
テ
レ
ワ
ー
ク
が
困
難
で
業
務
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
な
い


売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る


職
員
の
給
与
補
償
、
人
材
確
保
に
困

難
を
生
じ
て
い
る

６
、
コ
ロ
ナ
に
関
係
な
く
、
普
段
か
ら

困
っ
て
い
る
事
は
何
か
あ
り
ま
す
か

（
主
な
意
見
）


人
手
不
足
、
職
員
募
集
を
し
て
も
応

募
が
（
少
）
な
い


介
護
報
酬
が
減
り
続
け
て
い
る


家
族
の
理
解
を
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き

な
い


書
類
作
成
等
事
務
作
業
が
多
過
ぎ
、

本
来
の
業
務
時
間
が
十
分
取
れ
な
い
こ

と
が
あ
る


要
支
援
の
方
々
で
大
田
区
の
み
が
卒

業
制
度
が
あ
る


認
定
結
果
が
出
る
ま
で
に
時
間
が
か

か
り
過
ぎ
る
。
が
ん
末
期
は
特
に
２
週

間
程
度
で

７
、
お
困
り
ご
と
、
行
政
に
対
す
る
要

望
が
あ
れ
ば
お
書
き
く
だ
さ
い
（
主
な

意
見
）


必
要
な
物
品
の
支
援
が
少
な
い
（
ア

ル
コ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
グ
ロ
ー
ブ
、

マ
ス
ク
な
ど
）


介
護
人
材
の
処
遇
改
善
。
一
時
金
で

従
業
者
が
納
得
で
き
る
と
は
思
わ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い


総
合
事
業
の
介
護
報
酬
を
以
前
の
水

準
に
戻
し
て
ほ
し
い


書
類
業
務
に
追
わ
れ
支
援
に
集
中
で

き
な
い
の
で
、
簡
略
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
て
ほ
し
い


介
護
保
険
の
現
状
を
知
ら
な
さ
す
ぎ

る


卒
業
の
制
度
が
大
田
区
の
み
は
不
平

等
で
は
な
い
か


コ
ロ
ナ
感
染
で
医
療
機
関
が
大
変
な

の
は
わ
か
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い

我
々
も
大
変
。
医
療
機
関
の
み
色
々
な

面
で
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を

感
じ
る


介
護
保
険
情
報
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
８
４
２
は

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
で
収
益
が
減
っ
た
事

業
所
に
対
し
て
の
救
済
だ
が
、
ご
利
用

者
が
負
担
す
る
の
は
お
か
し
い
と
思
う

８
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
事
業
所

に
寄
せ
ら
れ
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
書
き
く
だ
さ
い
（
主
な
意
見
）


職
員
、
入
居
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し

て
も
ら
い
た
い


早
く
安
心
し
て
外
出
で
き
る
生
活
に

戻
り
た
い
。
自
由
に
外
出
・
外
食
し
た

い
介
護
保
険
の
書
類
が
多
く
、
ル
ー
ル

が
わ
か
り
に
く
い


卒
業
の
制
度
が
、
大
田
区
よ
り
見
捨

て
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る


要
支
援
の
方
が
今
後
も
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
し

て
ほ
し
い


コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
が
怖
く
て
ヘ

ル
パ
ー
を
使
え
な
い
が
、
使
わ
な
い
と

生
活
が
で
き
な
い

介
護
事
業
所
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て

収
入
減
な
ど
厳
し
い
事
態
が
反
映


